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he inferno! che terror!









急性を要する問題があります。 （略）対策が遅れれば取り返し つかないことになりかねません。 （略）野ざらしになった白骨の山と数知 ない文明の瓦礫の上に、痛ましい言葉が記されて ます。 『手遅れ』という言葉が」
　きわめて鋭い警告の言葉である。一体、
報告書の著者は何を我々に訴えようと ているのであろうか。

























若枝がのび、そ 若枝 ひとつひとつに一万の小枝がのび、その小枝のひとつひとつに一万の房がつき、その房 ひとつひとつに一万のぶどうの実がなるようなぶどうの実から二五メトゥレーテー 酒が採れる時代がやってくる。聖徒たち 誰かがそのひと房をもぎ取ろうとすれば、他 ひと房がこう叫ぶだろう。 『私のほうが美味であるから、私をもいでください。私を食べて主に感謝しなさい。 』 」 （参考文献②、三三ページ）
　我々はＵＮＤＰのミレニアム開発目標を














〇 ・七〇℃（一九〇六～二〇〇五年）上昇。最近五〇年間の温度上昇速度は過去一〇〇年のほぼ二倍。すなわち温暖化は加速している。／化石エネルギー源（石炭、石油など）を重視しつつ、高い経済成長を実現する社会では、 （二一世紀末 気温 は）約四℃（二 ・四～六 ・四℃）と予測」 （参考文献③、三九ページ） 。
　そして、地球温暖化のポイント・オブ・
ノーリターン（臨界点） メルクマーされるのが、産業革命前に比べ二度上昇した時だとされる（参考文献③、 五七ページ） 。すなわち、それ以後、地球温暖化が不可逆的に進行し、いかな 手段を講じても止まらなくなるのであ 。
　山本良一氏によれば、 「二〇一六年にな
ると二℃突破の確率が五〇％を超え 事態となると予測されている」 。 「二〇〇七年時点で私たちに残されている時間はあと一〇年もない」 （参考文献③、五七ペ ジ） 。
　我々はＵＮＤＰの二〇〇七年『人間開発

















ジカル・フットプリント（一人の人間の年間の生活を支える平均された生態系 面積）は「世界平均では二 ・二ヘクタール／人であり、この指標上では世界全体をみると、すでに持続可能な状態 超 ている」（参考文献③、七七ページ）という。 「人類の活動が地球生物学的収容力をオーバーしているのは間違いない」 （同、七七ページ）（ 「エコロジカル・フットプリント」の概念は参考文献⑤に遡るが、一般には参考文献⑥によって普及した） 。
　ＵＮＤＰ報告書も、山本説に共鳴するか
















は石炭、 そして後には石油） からエネルギーを解き放つことを可能 したことである。
　ジェイムズ・ワットの名に結びつけられ
るこの革新は、 「火」の使用 匹敵する人類史の新段階を出現させたのである。それは、人類の活動を人力や動物 力の軛から解き放って、巨大な生産 を産み出した。そして、化石燃料 エネルギーを手に西洋人は「無限の進歩」という多幸症的世界観を抱くに至った。
　「商業や雇傭は多かれ少なかれその量を








紀、二〇世紀を通して、世界（少なくとも資本主義化した西洋近代世界）を支配してきたが、それに疑問符を投げかけたのは一九六〇年代から七〇年代前半に現れた資本主義的「開発と進歩」の思想への懐疑であった。当時、バックミンスター・フラーによって「宇宙船地球号」という有限世界観にたつ概念が出現し また、一九六八年に結成されたローマ・クラブは一九七二年に 『成長の限界』 という報告書を出 て、 「開発と進歩」の思想に対するアンチ・テーゼを提出した。
　が、マーガレット・サッチャーが一九七七





人類の技術文明と 経済 、その有限性を突き破ろうとしていることに警告を発したのである。●地球温暖化の兆候 て 海面
上昇と島々の沈下
　地球温暖化の最も見易い現れは、海面上
昇である。極地圏が 度上昇をすれば、南極大陸やグリーンランドの氷床が融けて、その水が海に流れ込む（二〇〇八年一〇月一七日のロイターの報道によれば、昨夏、北極圏の気温は通常 水準を五度も上回ったという） 。
　海水温の上昇により、海水が膨張する。　その結果、海面が上昇する。太平洋の
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